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丸木記念福祉メディカルセンター理事長ご挨拶

組 織 図

　　　　　　　　　社会福祉法人　埼玉医療福祉会

　　　　　　　　　理事長　丸　木　清　之

　平成 28 年 4 月 1 日、毛呂病院は社会福祉法人名及び病院名を変更しました。
　明治 25 年この地に「毛呂病院」を開設以来、長らく皆様に親しんでいただいておりましたこと、衷心より
感謝申し上げます。
　これを機に、125 年にわたりお寄せいただいた信頼をもとに、医療の充実と質の向上を図り、これまで以
上に地域社会・地域医療・地域福祉へ貢献して参る所存でございますので、今後とも変わらぬご指導ご鞭撻
を賜りますようお願い申し上げます。
　新体制発足に伴い、センター長・病院長も以下の通り変更
しましたのでご案内します。

○新社会福祉法人名　社会福祉法人　埼玉医療福祉会
○新病院名　　　　　丸木記念福祉メディカルセンター

社会福祉法人 埼玉医療福祉会

丸木記念福祉メディカルセンター

病院部門

介護老人保健施設、ケアハウス、
ナーシングヴィラ本郷、その他施設

福祉・介護部門

光の家療育センター 埼玉医療福祉会看護専門学校

病院長　棚橋　紀夫センター長　丸木多恵子
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丸木清浩名誉理事長が第14回「渋沢栄一賞」を受賞

丸木多恵子センター長が全国社会福祉協議会会長表彰を受賞

チベットのロブサン・センゲ主席大臣が来訪

　丸木清浩名誉理事長が第 14 回「渋沢栄一賞」を受賞されました。「渋沢栄一賞」は、埼玉が輩出した偉人
渋沢栄一の功績を顕彰するとともに、渋沢翁の精神を今に受け継ぐ全国の企業経営者の中から選ばれ贈られ
るものです。
　丸木名誉理事長は、医学教育・大学運営を通して卓越した経営手腕を発揮し、埼玉県ひいては我が国の医学・
医療の発展に大きく貢献したこと、さらには地域医療・精神保健・福祉の増進に大きく寄与した功績が認め
られ、今回の受賞となりました。
　平成 28 年 2 月 4 日（木）にはソニックシティ国際会議室において、表彰式と祝賀レセプションが開催され、
主催者である上田清司埼玉県知事から表彰状が、また渋沢翁の出身地である深谷市の小島進市長から渋沢栄
一翁のブロンズ像が贈られました。
　丸木名誉理事長は祝賀レセプションの席上、「埼玉県が輩出した偉人渋沢栄一翁を顕彰する渋沢栄一賞の受
賞という光栄に浴し、大変感激しています。これからも生ある限り、栄誉ある同賞の名に恥じぬよう、世の
中のお役に立って参りたく存じます」と挨拶されました。

　丸木センター長は、長きに亘る地域医療、地域福祉への功績が称えられ、昨
年 11 月開催の平成 27 年度全国社会福祉大会におきまして、全国社会福祉協議
会会長表彰を受賞されました。
　今後も地域の皆様にとって、なくてはならない「選ばれる病院・福祉施設」
を目指した運営に、役職員一同力を尽くして参ります。

　平成 28 年 1 月 10 日（日）、チベット亡命政府の主席大臣ロブサン・センゲ氏が、丸木清浩名誉理事長宅を
表敬訪問されました。
　本センターとチベットとの関係は古く、昭和 40 年に丸木清美理事長（当時）が、チベット動乱で生じたチ
ベット難民に対して、「医療人育成のために協力したい」と申し出たことに始まります。
　以後、ほぼ毎年 5次にわたり計 21 名の少年少女を来日させ医学教育を
施しました。
　昭和 42 年には、ダライ・ラマ 14 世が毛呂山の地に来訪され、研修生
を激励するとともに丸木清美理事長（当時）を表敬訪問されています。
　丸木名誉理事長宅を訪問された後、丸木記念館で毛呂山町在住のチ
ベットの方々との懇談会に出席されました。また、埼玉医療福祉会第一
光の家も視察され、同施設の取り組みを熱心に聞かれていました。
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電子カルテシステムを導入

毛呂山町老人福祉センター山根荘の指定管理者

第8回医療研修会を開催

　当センターでは、平成 27 年 11 月 24 日（火）から電子カルテシステムの運用を開始しました。
　電子カルテシステムは、従来の紙カルテをデジタルデータ化したもので、センター内の電子カルテ専用パ
ソコンでいつでも見ることが可能となります。これにより、センター内の
情報の共有・伝達が一層スムーズになり、業務効率が向上しますので、患
者様には診療や会計の待ち時間の軽減、更には医療の透明性の確保などで
効果を発揮できると考えています。
　今後、埼玉医科大学病院や国際医療センター等の関連病院とも、専用の
ネットワーク回線を使用し、情報を共有できるよう準備を進めております。
これが完了しますと、転院や万一の救急受診の際には、よりスムーズな診
療が可能となります。

　平成 28 年 4 月から、社会福祉法人埼玉医療福祉会は毛呂山町にあります老人福祉センター「山根荘」の指
定管理者となりました。
　「山根荘」は、地域の高齢者の健康増進・教養の向上・レクリエーションのための便宜を総合的に提供する
施設です。また、無料または低額な料金で各種のご相談に応じています。
　管理者指定の経緯は、当センターが高齢者施設を数多く運営し、高齢者の健康や介護予防に積極的に取り
組んでいる社会福祉法人であること、また、医療や介護の専門職による健康増進事業を実施していること、
更に安定した施設管理が期待できることから、毛呂山町より要請がありました。
　今後は、本法人の専門職員による健康増進関連事業をご案内して参りますので、是非ご利用ください。

◎所在地　毛呂山町大字阿諏訪 1527 番地
◎ご利用時間
　・午前 9時 00 分から午後 4時 00 分まで
◎休館日
　・土、日曜日、祝祭日
　・年末年始
◎ご利用料金
　・毛呂山町、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、日高市、
　　川島町、越生町在住の方で 60 歳以上の人…無料

　今回で第 8回を数えます医療研修会が昨年 12 月に開催されました。
　15 チームが地域医療の質の向上を目的に、「退院促進支援・地域連携・
他職種連携」をテーマに検討を重ねてきました。研修会では、日々の
取り組みや成果が発表されました。
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新しい健診車「すこやか号」がスタート

外来のご案内

丸木記念福祉メディカルセンターニュース No.1
平成 28年 4月発行　発行：社会福祉法人 埼玉医療福祉会　印刷：ヨーコー印刷株式会社

　三代目となる健診車「すこやか号」が、１月から活動を開始しました。
　これに先立ち、1月 12 日（火）、新「すこやか号」の披露式が、丸木清之理事長、
丸木多恵子センター長、棚橋病院長、大学病院から金澤病院長のほか検査・
放射線部門責任者、その他多数の関係者のご出席のもと開催されました。
　丸木理事長は挨拶で「第１号車は昭和 57 年に運行が始まり、第２号車は平
成 9年から約 20 年近く活躍しました。年間 7,600 名を超える方々が利用され
ています。我が国が取り組むべき課題の一つに、「地域包括ケアシステムの構築」がありますが、三代目とな

る新「すこやか号」は、地域の予防医療面で大きな期待が寄せられてい
ます」と挨拶されました。
「すこやか号」は、皆様方グループ・団体・企業を対象にご要望があれ
ば積極的に「巡回健診」を実施しますので、ご希望の方は下記まで何な
りとご相談、お問い合わせください。
　　　　　　（連絡先）健康管理センター　浜野　　電話　049-276-1550

外来担当医一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 28 年 5 月以降
月 火 水 木 金 土

内科
午前 出口　一郎

山口　剛史
内田　義人

棚橋　紀夫
名古屋　春満

小林　正幸
繁田　貴博

滝澤　功一
大山　馨子

内田　義人
大山　馨子

午後 繁田　貴博 崎元　雄彦
（緩和ケア内科）

名古屋　春満 滝澤　功一
（緩和ケア内科）

出口　一郎 鈴木　健之
（第1，3週）

精神科
午前 菊池　あつ子 小松　真二

桑原　美智子
依田　裕生

岡島　宏明
高野　忍
戸塚　貴雄

今泉　照明

午後 丸木　リサ 山下　博榮

リハビリ科 午前 前田　恭子

歯科
午前 今井　謙一郎 今井　謙一郎 今井　謙一郎 今井　謙一郎 今井　謙一郎 今井　謙一郎

午後 今井　謙一郎 今井　謙一郎 今井　謙一郎

●診察受付場所　内科・緩和ケア内科・歯科・リハビリ外来は、薫風園にて診療を行っております。精神科外来は、本部にて診療を行っております。
●診療時間　午前８時３０分 ～午後５時　※緩和ケア内科、歯科は予約制となります
●外来に関するお問い合わせ等は、右記の連絡先へお願いいたします。　　内科：049-276-2011　　精神科：049-276-1496

交通のご案内

無料駐車場のご案内

電車 　東武越生線 東毛呂駅下車　バス 5分　　　　ＪＲ八高線 毛呂駅下車　徒歩 5分

車 　関越自動車道　鶴ヶ島インターより約１０ｋｍ

バス 　路線・時刻表は当院ホームページよりご確認いただけます。

P1 は本部前および薫風園前（薫風園前を増設しました）。
P2 は第一病棟脇。ご利用の際、専用の駐車カードが必要となります。
本部・薫風園事務所で必要事項を記入していただき、カードをお受け取りください。
※駐車場内での事故・損傷・盗難等については、一切責任を負いません。
※不正駐車は、皆様の迷惑になりますのでご遠慮ください。

第一
病棟

薫風園

丸木記念福祉
メディカル
センター

Ｐ2

Ｐ1

MATSUI Hiroyuki
テキストボックス
□□□ホームページの最新情報をご確認ください。




